（参考）概算要求に関する関係者からのコメント
（県知事・県議会議長・県経団連会長）
西川福井県知事
・県民が大きな期待を寄せていた「概算要求、夏まで」という方針が、来年度予算概算要求において明らかにされなかったことは、誠に遺憾である。
・これからさらに、具体の議論をスピードをもって進め、年末を待つことなく新規着工の方針を早く明確に示し、来年度予算に確実に盛り込まれることを期待する。
・福井県としての課題はなく、今後は国として国土計画上の観点から早急に検討を進める必要。国土軸を形成する重要な北陸新幹線の整備については、まず敦賀までの整備を最優先で決定すべきである。
斉藤福井県議会議長
・我が県の根幹を成す主要プロジェクトである整備新幹線の新規着工に係る予算が今回も見送られたことは、地方の予算編成や将来ビジョン、計画的な街づくりに大きな支障を来すものであり、非常に残念である。
・この間、県民運動として継続的、精力的に取り組んできた要請活動に対し、今さら敦賀以西の整備のあり方などを問題視するような見解については、いたずらに回答を引き延ばすものであり、政治不信を招くものと言わざるを得ない。
・政府には、しっかりと地域の実情を踏まえ、認可・着工に向け早急に方針を明確にすることを求める。
川田福井県経済団体連合会会長
・平成２３年度の政府予算の概算要求に、北陸新幹線の福井県内延伸に向けた新規着工分が盛り込まれなかったことに、強い憤りを感じる。
・日本の国土交通体系を踏まえ、必要であると結論づけられた本県延伸を、やみくもに再度検討し、さらに着工を先延ばしする現政権に、本当にやる気があるのかと問いただしたい。
・条件は整っているはず、遅滞なく「認可・着工」の方針を示すべきだ。
